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研究成果の概要（和文）：本研究は、高機能自閉症スペクトラム障害者の社会的コミュニケーション能力を促進し、優
位な認知特性をコミュニケーションツールとして活用するプログラムの開発を目的とした。自閉症スペクトラム障害の
特徴であるコミュニケーションの困難さは、彼らが「場のコンテクスト」を作り出す主体者としての役割を担う場合、
コミュニケーション上の問題は起こらないのではないかという仮説に基づき、当事者が主体的にコミュニケーションプ
ログラム開発を行った。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to develop a programme to enhance the social communicatio
n and interaction of those students with high-functioningautism spectrum disorder (HFASD) by utilizing the
ir particular cognitive skills.
This will be based on a hypothesis that there should be no such communication difficulties for individuals
 with HFASD if they themselves take the initiative in generating The"context of the occasion".

研究分野：

科研費の分科・細目：

社会科学

キーワード： 発達障害

教育学・特別支援教育



１．研究開始当初の背景 

 我が国では2007年度より小・中学校の通

常学級における特別支援教育がスタートし、

知的な発達の遅れがないＬＤ・ＡＤＨＤ・

高機能自閉症等の発達障害児に対する教育

的支援が開始された。 その状況の中で、

社会性を育てるための具体的な方法を学ぶ

方法としてソーシャルスキルトレーニング

（social skills training：SST）が行われ

ることが多い。現在行われている発達障害

児・者へのＳＳＴは、小集団による社会的

場面を作り、その場で実際の社会的体験を

積む方法論が主流となっている。しかしな

がら、高機能自閉症スペクトラム（ＡＳＤ）

の特性に対するＳＳＴの効果は、現在行わ

れている方法論では有効性に疑問がある。

つまり、ＡＳＤの人々が持つ「社会性」に

関する特徴には、「人への関心が薄い」、

「人との距離感が取れない」というような

社会的相互関係における感じ方の違いや情

報のキャッチの仕方の違いが根底にあるが

ゆえの困難さがあり、その特徴を踏まえた

社会性を向上させるプログラムが必要であ

る。さらに、さまざまな年齢層にも適応し、

対人交流面で特徴があるＡＳＤにとっても

有効なＳＳＴの開発が求められている。 

従来のコミュニケーション指導における

問題点は以下のように整理できる。これま

での指導は、「コミュニケーションの弱み

に焦点化されたトレーニングに終始したも

のが多く、指導場面として用いられるのは、

日常の社会的対人場面を切り取った一場面

への対処法に対する指導になっており、

刻々と流れている生活の中での困りごとを

抱える当事者のニーズに対応していない。

田中は、「ＳＳＴは適切な社会的相互作用

と安定した対人関係を築く技能を育てると

いう点には異論はないが、何かしら『欠点

を改める』、あるいは『落差を埋める』と

いう視点を感じる」、また、「『技法に引

きずられその人を不在にしてしまう』とい

う視点は常に留意すべきことである。」、

さらに、「時にその人にとってセッション

のみに有効で、最も現実味のない指示に陥

り、バーチャルな成功体験を付与すること

になりかねない」とＳＳＴが陥りがちな点

について指摘している。これらの見解は、

けっしてＳＳＴが必要ないといっているの

ではなく、支援者側の教えたいことが先行

してしまい、当事者の実感としてある社会

性やコミュニケーションの問題を通り越し

て、技法ばかりが前面に出てしまうことへ

の警鐘である。このような問題をできるだ

け解消するために、ＳＳＴに必要な観点は、

①生まれながらに持っているかけがえのな

い宝を一人ひとりの中に探っていき、それ

を掘り起こすこと、そして、リアリティを

大切にし、社会的スキルが発現しやすい状

況づくりをすることが重要である（田中200

8）。②困る行動を矯正するようなプログラ

ムは効果がなく、むしろ、「一緒にやると

楽しい」、「できることは嬉しいこと」と

いうポイントを押さえたコミュニケーショ

ンワークショップでないと有効な体験はで

きない(辻井)。③ＳＳＴは集団行動をする

ためのスキルを学ぶためではなく、自分の

長所と苦手なところ、他者との違いを理解

し、お互いの違いを尊重して協調するプロ

セスが重要であり、自己理解と自己尊重が

基本である(高山2008)。 
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２．研究の目的 



本研究は、高機能自閉症スペクトラム障

害者の社会的コミュニケーション能力を

促進し、優位な認知特性をコミュニケーシ

ョンツールとして活用するコミュニケー

ションプログラムの開発を目的とする。自

閉症スペクトラム障害の特徴である社会

性・コミュニケーションの困難さは、彼ら

が「場のコンテクスト」を作り出す主体者

としての役割を担う場合、コミュニケーシ

ョン上の問題は起こらないのではないか

という仮説に基づき、当事者が主体的にコ

ミュニケーションプログラム開発を行う。 

 

３．研究の方法 

本プログラムは、小集団によるグループ

ワークを基本においたワークショップ形式

で行う。全体を通した特徴は次のような事

柄である。まず、このプログラムはＡＳＤ

当事者だけでなく、すべての参加者が持っ

ているそれぞれの認知特性が活かされると

共に、個性が融合する心地良い交流の場を

提供することである。また、参加者が自分

自身の感覚に気づくことや、自分自身の創

造性を掘り起こしていく作業を行い、コミ

ュニケーションのもとになる他者との双方

向の関係性を育てていくものである。また、

開発に当たっては企画の段階からＡＳＤ当

事者の方と話し合い、実践と振り返りを行

いながら、活動を繰り返し、内容及び方法

論を創りあげていくというプロセスをとっ

た。 

(1)対象者 

対象者は、アスペルガー症候群の診断

のある当事者と表現活動に関心のある方

（幼稚園、特別支援学校、大学、専門学校

等の教員・高齢者施設職員・学生）を含め、

計9名である。 

 (2)ファシリテーター 

  ワークショップのファシリテーターは

研究代表者と臨床音楽家の２名が行い、活

動後のシェアリングも行った。ワークショ

ップの最後には、当事者がファシリテータ

ーの役割をとり、研究代表者と臨床音楽家

がアシスタントの役割を担った。 

(3)実施場所 

メンバーがゆっくり活動できる空間が

あり、周りからの騒音が遮断できる静かな

場所を設定した。 

(4)実施期間 

 ワークショップは、全10回で、1回２～４

時間行った。4時間の場合、２時間の活動を

行ったあと、シェアリングに２時間とり、

それぞれの感想を聴き、意見交換を行った。

2時間の場合、後日シェアリングの時間を取

り意見交換を行った。 

 (5)手続き 

  メンバーは、毎回活動が終わった後に

ワークに関するシェアリングの場を持ち、

それぞれの感想を言う機会を持った。また、

参加者が当事者の感想に対して思いついた

意見や感想を返し、ワークショップの場の

透明性を図った。 

 (6)プログラム 

10回のプログラムは、大きく分けて次

の４つである。 

①言語・非言語的コミュニケーション：

出会いのワークショップとして行うウォー

ミングアップ的な内容である。参加者同士

が親しくなり、リラックスをした状態を作

り出すことが目的である。身体を動かし、

他者と接触する機会の多い内容を準備した。

これらはワークショップの開始時に毎回繰

り返し実施した。ただし、細かな活動内容

は、少しずつ変化させていく。 

②知的素材によるコミュニケーション：

ＡＳＤの優位な特性を象徴する素材を選び、

活動を展開する。たとえば、「数字」「写

真」「絵画」「顔マーク」「習字」などで

ある。 



④当事者によるコミュニケーションリー

ダー体験：当事者がこれまでのワークで行

ったことをもとにワークショップを組み立

て、ファシリテーターとしてワークショッ

プをリードしていく。 

    

４．研究成果 

 (1)当事者の感想 

①言語、非言語的コミュニケーション 

ファシリテーターの解説で活動の意味が

理解でき、聞いた後の方が安心して取り組

むことができた。同様に、参加者からの説

明や感想も自分を振り返る機会になった。 

②知的素材によるコミュニケーション 

 数字に対して私は小さい頃から愛着心が

あり、よく電卓で遊んでいた事があった。

また、自然科学にも興味があり、それに関

係する数字はどんどん吸収して覚えていっ

た。数字に関するブレインストーミングの

活動では、数字をキーワードに参加者全員

で作成した。自分からイメージを拡げてい

く事がなかなかできなかった一方、他の参

加者が広げていく様子を見て、皆の発想力

の豊かさがとても刺激的だった。 

③コミュニケーションリーダー体験 

 当事者がコミュニケーションリーダーと 

違った者同士がお互いを理解しようとし

ていることが大切であり、だからこそルー

ルがなくても、違う考えの相手を自然と理

解することができたと思います。このコン

セプトは同時にワークショップ全体の士気

を高めていると思いました。コンセプトを

理解している人たちの集まりだからこそ、

自分も仲間に入ることができ、自分自身を

表現しようとする気持ちになれた。 

④まとめ 

ワークショップ等、参加型の活動の中で

は、グループダイナミクスの変化が非常に

重要な意味を持つ。それはファシリテータ

ーが操作的につくり出すものではなく、ま

た、一人のリーダー格の参加者が単独でつ

くり出すものでもない。つまり、グループ

ダイナミクスは、参加者の自発的な言動、

雰囲気、環境によって全員で創造していく

ものであり、そういう意味でも、今回のＡ

ＳＤ当事者と共に体験した活動は、ワーク

ショップのあり方の原点を示してくれたと

言える。今回採用した表現活動のメニュー

は、唯一決まった正解というものがなく、

それぞれの参加者が感じたままを表現する

ことに価値があるものだった。それぞれの

人の解釈のちがいが、表現の多様性、個性

的な創造力として受け止められた。特に、

ＡＳＤ当事者が持つ優位性は、非常に創造

性が高いものとして称賛の対象になった。

ＡＳＤ当事者自身も、普段の生活の中で当

たり前だと思っている感覚や表現が、非常

にクリエイティブなものであると評価され、

その狭くて深い認識、鋭敏な感覚が、表現

活動において大きな称賛の対象になる体験

をすることとなった。大切なことは、自分

自身の特性を自分自身の個性や良さとして

実感することであり、我々指導者に求めら

れるのは、実感できる場を豊かに提供する

ことである。 

 今回の目的はＡＳＤ当事者の優れた認知

特性を活用したコミュニケーションワーク

ショップの開発ではあったが、それは当事

者に限られたものではなく、すべての人が

それぞれに持っている特性を尊重すること

でもあった。すべての参加者が「承認する」

「承認される」という双方向の承認行為を

実感し、自己存在感を味わうことができた。

ワークショップ形式の表現活動は、自分が

人に喜びをもたらし、影響力を及ぼすこと

ができる体験であり、自己肯定感、自尊感

情を満足させることに導かれるものでなけ

ればならない。今回のワークショップは、

その違いが一層際だつＡＳＤ当事者が参加



することによって、参加者同士がお互いの

違いに注目することができ、お互いに認め

合うこと、お互いの違いを尊重し合うこと

をより深く実感でき、さらにＡＳＤ当事者

との対話を通して、自分自身の良さを大切

にしていく必要性を感じ取ることができた。 

 リーダーの役割に関して、当事者はファシ

リテーターの言語的表現を厳密に解釈し、

その結果、周囲の人々とのやりとりに戸惑

いを感じている様子が見られた。しかし、

その場のコンテクストが言語的に補足説明

されることによって、テクストの意味が他

者と共有され、了解することができ、他の

参加者と共有したことによる安心感を得る

ことができた。「興味や関心、好奇心が勝

ると、苦手意識が解消する」という当事者

の言葉は、非常に重みのある言葉として受

け取ることができる。 

コミュニケーションワークショップは、

高機能自閉症スペクトラムの認知特性を活

かした活動を中心に計画・実施したが、当

事者の特性を活かすだけでなく、それぞれ

の参加者が持っているそれぞれの認知特性

も同時に活かす活動となった。ＡＳＤ当事

者の写真は、彼自身の感性と視覚的美しさ

が表現されているが、それを通して、参加

者それぞれの内側に持っている世界観が引

き出されていった。当事者の撮った写真を

見て、彼の語りに耳を傾けながら、触発さ

れて表出してくる自分自身のイメージを、

音や言葉に表していく姿がそこにはあった。

最後にＡＳＤ当事者がファシリテーターと

なった時に、参加者がそれぞれに創ったポ

エムがそれを表している。 

 大きなエネルギーを向ける趣味やこだわ

りの世界は、コミュニケーションにおいて

妨げになるという考え方があるかもしれな

い。しかし、今回のワークショップでは、

ＡＳＤ当事者のこだわりの世界を、他者と

のコミュニケーションツールとして活用し

た。それまでは一人で楽しむ趣味の世界だ

ったものを、人との関係性を築く媒介物と

して活用したのだ。誰でも、自分が大切に

していることを同じように大切にしてくれ

る人がいることは、大きな喜びであること

には間違いない。趣味やこだわりの世界を

共有して人との関係性を築くという方向性

は、コミュニケーションを活性化させるた

めに非常に有効な手法だと思われる。コミ

ュニケーション教育法は、それぞれの解釈

の違いそのものが尊重されるので、一人ひ

とりが持っている個性・特性が常にポジテ

ィブに受けとめられ、自分自身のオリジナ

リティが尊重される機会となり、自分がこ

こにいていいという自己存在感を実感でき

るコミュニケーションの場となった。 
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リティ・コミュニケーション支援室サイト 

       http://www3.u-toyama.ac.

jp/support/communication/ 

 

②電子教材 

      http://www3.u-toyama.ac.jp

/gp07/e-index.html 

 

  ○発達障害－他者の支援の理解 

  ○アスペルガー症候群～当事者からの

メッセージ「ソルトの場合」 

  ○トータルコミュニケーションワーク

ショップ～ＡＳＤの特性を活かした

コミュニケーション教育法の開発 
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